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	(１)受信契約が双務契約の一種であるとしても、これは放送    法上特殊な契約であり、双務契約一般とは異なる。それで    は放送法に特殊な契約関係としてＮＨＫが負う債務が具体    的にどのような内容であるのかが問題の核心である。
	(２)これに対し、現状のＮＨＫの主張を整理すると、①ＮＨＫは受信契約成立によって受信契約者に対する受信料支払請求権を取得するが、ＮＨＫは受信契約者に対して何らの債務（放送法第４条第１項各号を遵守する義務を含む）を負わない、②ＮＨＫが放送法に違反する放送を繰り返したとしても受信契約者に対して債務を負っていない以上受信料を請求し続けることができる（受信料支払拒絶は許されない）、③ＮＨＫは国家に対しても放送法第４条第１項各号を遵守する義務を負わない、というものになるが、これは、国民主権原理における国民意...

